
芝

表

Tim 延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2 Tim

0 1 GK GK 1 0

50 1 1 2 DF DF 2 0

0 3 DF DF 4 0

0 4 DF DF 5 0

1 1 2 9 DF DF 6 1 1

43 1 1 7 MF MF 11 2 2 70

63 0 8 MF MF 14 0

1 1 6 MF MF 10 1 1

1 1 10 FW MF 7 3 3 65

1 3 4 11 FW FW 13 1 1 56

1 1 16 FW FW 8 5 3 2 66

0 5 MF GK 17 0

0 12 MF DF 15 0

1 1 13 FW MF 3 0

0 14 DF FW 12 0

0 15 MF FW 9 0

0 17 GK FW 16 0

Tim R/Y No. Tim R/Y No.

延2 延1 2nd 1th 1th 2nd 延1 延2

5 7 12 13 9 4

2 4 6 10 6 4

2 2 4 4 2 2

4 7 11 3 2 1

3 1 4 1 1 0

0 0 0 0 0 0

Tim No.

10 ⑦

30 ⑪

う。後半に入り、浜松湖東は選手を替え、リズムを作りシュートまでいくが得点出来ず、逆にカウ
ンターからピンチを招いた。両チーム共に疲労がピークに達し全体に間延びした。帝京可児はＤＦ
４枚の安定した守備と中盤でのダイレクトプレーから２トップのスピードを活かした攻撃でゲーム
を制し優勝した。

　　戦評者名前〔　小倉　宏祐　〕（フルネームを記入）　　所属先〔　名古屋経済大学高蔵学校　〕

　浜松湖東と帝京可児の決勝戦。両チーム４－４－２のシステムで臨む。準決勝を延長戦の末勝ち
上がった浜松湖東は立ち上がりから動きが重くパスミスが目立つ。帝京可児は奪ったボールを素早
く２トップに当て、中盤のサポートからサイドを崩し先制。その後もゲームを支配して追加点を奪

× ～ SG帝京可 堀江　貴寛 ０－２ ⑦堀江

× SG帝京可 堀江　貴寛 ０－１ ⑦堀江

得点ﾁｰﾑ 得点者 スコア 得点経過　記録例：～ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ →パス ↑浮き球 ×混戦　Ｓｼｭｰﾄ　Ｈﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ　　

ＰＫ
間接FC

直接FC

ＣＫ

ＧＫ

Shoot

Name Reason

Team-Total

Name Reason

警告・退場 監　　督 監　　督 警告・退場

松下　祐明③ 福田　好紘②
戸塚　聡文③ 今瀬　健史③
加登　光敏③ 熊崎　泰司①
斉藤　智哉③ 佐藤　正啓②
倉田　達樹③ 中村　緩明②
渥美　朋也③ 渡辺　史英①

山下　裕己③ 武井　一晃③ ⑯福田
島野　純一③ 三島　悠生① ③佐藤

鈴木　雄也③ 堀江　貴寛③ ⑫熊崎

松浦　圭祐③ 佐光　　塁③
⑭加登 加藤　大和③ 棚橋　直矢③
⑬斉藤 安間　ム月③ 吉浦　武利③ ⑨今瀬

村越　　龍③ 坂井田浩也③
山崎　隆則③ 大澤　諒祐③
鈴木　久崇③ 小木曽裕紀①

⑤渥美 中村　隆史③ 山岡　準平①
鈴木　智明② 小浦　奨也②

Tot
Shoot Change

Name Name

kick off
Change Shoot

Tot PLAYER No. Posi No. PLAYER

EX2nd

kick off ＰＫ

0 ２ｎｄ 0
EX1st

Record 加藤和彦 ｽﾘｯﾋﾟｰ

浜松湖東（静岡２位） 0

0 １ｓｔ 2

2 帝京可児（岐阜２位）

Referee 中田　氏 A-Ref2 清水　氏

ピッチ状態 観衆数

Match-Commissioner A-Ref1 ？　　氏 4th-Re 木戸　氏 良
　　人

湿　度 風 無風天　候 曇り 気　温 ℃

第53回　東海高校総合体育大会サッカー競技（決　勝）
日　時 2006,6,18(Sun)　14:00 試合形式 ﾄｰﾅﾒﾝﾄ(70)延(20)PK 会場名 豊田市運動公園陸上競技場


